





































＊佐々木　聡（ささき・さとし）　バングラデシュ派遣 JICA 雇用開発専門家を経て 1997 年以降 ILO に勤務する。
中国での雇用開発プロジェクトのチーフテクニカルアドバイザー，アジア太平洋地域事務所（バンコク）のディー
セント・ワークチーム専門家，北京事務所の企業開発専門家を歴任。2013 年より ILO 太平洋島嶼国国別事務所
ディーセント・ワーク戦略専門家。
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J-PRISM と呼ばれている JICA の固形廃棄物処理を促進する太平洋地域プロジェクトと ILO は技
術協力協定を結んで，J-PRISM の第一フェーズ，第二フェーズにわたって活動しています。







　今年から J-PRISM の第二フェーズが立ち上がり，5 月には ILO と JICA の間で新しい技術協力
協定が結ばれました。今回は，労働安全衛生に加えて，仕事の機会を増やすことにもつなげようと
計画しています。そのひとつが，フィジーでの車の廃棄に関する仕事の安全衛生向上と雇用機会の
増加を図るプログラムです。2012 年に J-PRISM はフィジーの車の増加は年 2,000 台ぐらいと予測

















































　ILO は，近年のソロモン，バヌアツ，フィジーでの災害発生後，Cash for Work（4）のようなコ
ミュニティの復旧作業や生計創出のための生産活動の回復を支援しました（次頁写真 4）。また，




とが大切です。例えば ILO は，企業の災害時への備え（Business Cotinuity Planning）を推進する
ために，使用者団体と一緒に自然災害の際の対応策をあらかじめ準備するよう企業に働きかけてい
ます。また被害を的確に把握するために，自然災害発生後，国連や援助機関が中心となって Post-
















 （編集部注：写真 1 ～ 5 は佐々木氏のビデオメッセージより転載）　
写真４　Cash for Work
写真５　Labour Intensive Technology
